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の
状
況
を
踏
ま
え
て
実
施
時
期

等
を
判
断
す
る(

要
旨)

」
と
説

明
し
た
ん
だ
。 

お
．
勧
告
時
期
は
不
明
っ
て
こ

と
？ 

に
．
そ
う
だ
ね
。 

お
．
今
年
の
春
闘
は
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
民
間
大
企
業
の
回
答
は

出
さ
れ
た
け
ど
、
中
小
零
細
企

業
で
の
回
答
は
、
春
闘
時
の
取

り
組
み
が
不
十
分
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
闘
わ
れ
、
回

答
も
ふ
る
わ
な
か
っ
た
っ
て
聞

い
た
け
ど
？ 

に
．
そ
う
な
ん
だ
。
夏
期
一
時

金
の
回
答
も
春
闘
期
に
出
さ
れ

る
と
こ
ろ
が
多
い
け
ど
、
そ
の

後
の
自
粛
要
請
や
異
常
事
態
宣

お
．
今
年
の
人
事
院
勧
告
っ
て

ど
う
な
る
の
？ 

に
．
人
事
院
勧
告
は
、
国
家
公

務
員
、
地
方
公
務
員
の
ほ
か
、

民
間
で
準
拠
し
て
賃
金
決
定
さ

れ
る
労
働
者
の
勤
務
条
件
を
左

右
す
る
大
切
な
も
の
だ
。
今
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
の
影
響
で
、
民
間

給
与
実
態
調
査
（
民
調
）
の
実

施
が
遅
れ
て
お
り
、
六
月
八
日

の
国
公
労
連
と
の
交
渉
で
、「
賞

与
等
の
調
査
は
郵
送
で
先
行
実

施
し
、
月
例
給
の
調
査
は
今
後
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大
幅
賃
上
げ
実
現
で 

コ
ロ
ナ
禍
を
跳
ね
返
そ
う 
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今年の人事院勧告は？ 

民調は始まっているの？ 

言
下
で
昨
年
を
下
回
る
企
業
が

続
出
し
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

例
年
の
訪
問
に
よ
る
調
査
と
違

い
郵
送
に
よ
る
調
査
と
な
る
た

め
、
調
査
の
信
憑
性
に
も
疑
問

が
残
る
ん
だ
。 

    

に
．
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
年

度
の
勧
告
は
、
一
時
金
を
先
行

調
査
す
る
と
人
事
院
が
決
定

し
、
今
月
末
か
ら
の
調
査
と
な

る
。
私
達
の
労
働
と
生
活
の
実

態
を
人
事
院
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
国
民
の
権

利
を
守
り
、
行
政
・
司
法
の
執

行
に
奮
闘
す
る
国
家
公
務
員
の

労
働
条
件
改
善
を
求
め
、
政
府

の
圧
力
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、

勧
告
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。 

お
．
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、

国
民
本
位
の
景
気
対
策
と
し
て

大
幅
賃
上
げ
を
求
め
て
い
か
な

き
ゃ
ね
。 

に
．
東
海
建
設
支
部
で
は
、
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
国
公
が
配
置
す
る

人
事
院
中
部
事
務
局
交
渉
で
、

私
達
の
職
場
要
求
を
寄
せ
書
き

(

右
記
参
照)

と
し
て
提
出
す
る

予
定
だ
。
コ
ロ
ナ
対
応
で
活
動

が
限
定
さ
れ
る
中
で
、
誰
も
が

参
加
で
き
る
取
り
組
み
だ
。 

そ
し
て
、
職
場
集
会
で
要
求

書
を
確
認
し
、
事
務
所
当
局
に

提
出
し
、
事
務
所
長→

局
長→

本
省
と
職
場
要
求
を
上
申
さ

せ
、
大
幅
賃
上
げ
・
一
時
金
の

改
善
を
は
じ
め
、
通
勤
手
当
を

は
じ
め
と
し
た
手
当
の
支
給
要

件
・
支
給
額
の
改
善
、
期
間
業

務
・
再
任
用
職
員
の
労
働
用
件

改
善
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
。 

      20 年度「民調」の概要 

１．対象事業所 

企業・事業所規模50人以上の事業所

12,000ヵ所(ｺﾛﾅ禍に配慮し病院は除外) 

２．賞与等の調査(先行分) 

 ①調査期間 

  ・６月29日～７月31日 

 ②調査方法 

  ・郵送(必要に応じ電話) 

 ③調査内容 

・賞与及び臨時給与の支給総額と毎月決ま 

って支給する給与の支給総額 

  ・給与改定等の状況 

  ・諸手当の支給状況 

  ・高齢者雇用施策等の状況 

３．月例給の調査 

    今後の状況を踏まえて実施時期等を判断 

    ①初任給月額 

    ②所定内給与月額 

     ・役職、年齢、学歴等従業員の属性、

決まって支給する給与総額・時間外

手当、通勤手当 

み
ん
な
の
声
を
人
事
院
へ
、

要
求
を
上
申
さ
せ
よ
う
！ 
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連
合
通
信
に
よ
る
と 

都
市
一
極
集
中
の
是
正
に
は

全
国
一
律
が
必
要
だ
と
し
て
、

そ
の
際
の
中
小
企
業
支
援
策
の

財
源
と
し
て
内
部
留
保
課
税
の

検
討
も
示
唆
し
て
る
。 

提
言
は
「(
経
済
成
長
の
源
泉

で
あ
る)

生
産
性
と
賃
金
が
上

が
ら
な
け
れ
ば
将
来
の
社
会
保

障
も
支
え
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
で

も
、
将
来
を
見
通
し
、
最
賃
の

水
準
を
少
し
で
も
あ
げ
る
こ
と

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
調
す
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
を
避
け
よ
う
と
、
若

者
が
地
方
へ
の
移
住
を
考
え
る

際
、
最
賃
の
地
域
間
格
差
は
そ

の
妨
げ
に
な
る
と
も
述
べ
、「
東

京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
観
点

か
ら
も
全
国
一
律
最
賃
は
不
可

欠
」
と
し
た
。 

全
国
一
律
に
は
約
一
○
年
の

コ
ロ
ナ
禍
で
も
最
賃
引
き
上
げ 

中
小
企
業
支
援
策
を
要
請
へ 

経
過
措
置
を
と
り
、
中
小
企
業

へ
の
安
定
的
で
効
果
的
な
支
援

策
が
必
要
。
財
源
は
、
内
部
留

保
に
○
・
五
％
課
税
し
毎
年
二

兆
二
五
○
○
億
円
を
確
保
す
る

意
見
を
紹
介
し
て
い
る
。 

幹
事
長
の
山
本
幸
三
・
元
地

方
再
生
担
当
相
は
、
安
倍
首
相

が
六
月
、
政
府
の
全
世
代
型
社

会
保
障
検
討
会
議
で
コ
ロ
ナ
禍

を
理
由
に
最
賃
引
き
上
げ
に
慎

重
姿
勢
を
示
し
た
と
の
報
道
に

触
れ
「
ぶ
っ
た
ま
げ
た
。
将
来

の
社
会
保
障
を
維
持
で
き
な
い

と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
だ
。

こ
ん
な
馬
鹿
な
話
し
が
政
府
で

さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
し
っ

か
り
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
語
っ
た
。 

と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

「
自
民
党
の
最
低
賃
金
一
元
化
推
進
議
員
連
盟
は
六
月
一
一

日
、
国
会
内
で
総
会
を
開
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
最
低
賃
金
（
最
賃
）

を
引
き
上
げ
る
べ
き
と
す
る
緊
急
提
言
を
確
認
し
た
。
党
幹
部
に

要
請
し
、
英
断
を
求
め
る
考
え
だ
」
と
連
合
通
信
が
報
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
全
労
連
等
の
意
見
（
国
民
春
闘
共
闘
第
三
八
号
参

照
）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
今
後
の
動
向
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

労
働
者
の
給
与
・
手
当
に
関
す

る
調
査
を
実
施
す
べ
き
。 

●
民
調
は
常
勤
職
員
を
対
象
に

調
査
し
て
き
た
。
非
常
勤
職
員

の
給
与
は
平
成
二
○
年
の
給
与

指
針
の
策
定
、
二
九
年
の
改
正

で
適
切
に
支
給
す
る
よ
う
指
導

し
て
お
り
、
引
き
続
き
常
勤
職

員
と
の
権
衡
を
よ
り
確
保
す
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

 

○
人
事
院
は
人
事
行
政
に
関
す

る
公
正
の
確
保
及
び
国
家
公
務

員
の
利
益
の
保
護
等
に
関
す
る

事
務
を
つ
か
さ
ど
る
中
立
・
第

三
者
機
関
と
さ
れ
て
い
る
。
職

員
の
権
利
擁
護
機
関
と
し
て
毅

然
と
し
た
対
応
を
執
る
こ
と
を

求
め
る
。 

 

こ
の
回
答
に
対
し
て
、
次
の

よ
う
な
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

○
先
行
調
査
の
一
時
金
の
み
で

勧
告
す
る
可
能
性
は
あ
る
か
？

●
調
査
が
終
わ
っ
た
も
の
は
調

査
結
果
を
検
討
し
た
結
果
、
そ

う
い
う
可
能
性
も
あ
る
。 

○
行
政
手
続
き
コ
ス
ト
削
減
で

調
査
項
目
を
減
ら
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
必
要
な
調
査
は
し
っ

か
り
と
行
う
こ
と
。 

●
従
前
と
動
向
が
変
化
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
は
、
調
査
し
な
い

こ
と
と
し
た
。 

○
民
間
企
業
で
は
、
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
施
行
さ
れ
て
お
り
、
非
正
規

収
入
制
限
に
絞
っ
て
調
査
。 

●
通
勤
手
当
は
、
①
新
幹
線
ま

た
は
在
来
線
の
特
急
利
用
者
に

対
す
る
調
査
、
②
交
通
用
具
使

用
者
に
対
す
る
手
当
に
つ
い
て

の
調
査
を
実
施
す
る
。 

●
住
宅
手
当
は
調
査
し
な
い
。 

と
従
来
の
調
査
と
の
相
違
点
を

中
心
に
説
明
し
ま
し
た
。
従
来

と
の
調
査
の
相
違
点
以
外
に
も

政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
に

お
け
る
「
行
政
手
続
き
コ
ス
ト

の
二
○
％
削
減
方
針
」
を
受
け
、

定
期
昇
給
制
度
の
内
容
は
調
査

せ
ず
、
家
族
手
当
の
調
査
内
容

を
変
更
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。 

六
月
八
日
に
行
っ
た
国
公
労

連(

○)

へ
の
人
事
院
の
回
答

(

●)

は
次
の
通
り
。 

●
調
査
対
象
事
業
所
か
ら
病
院

を
除
い
た
た
め
、
母
集
団
事
業

所
は
昨
年
よ
り
四
○
○
○
箇
所

減
る
が
、
カ
バ
ー
率
は
昨
年
と

ほ
ぼ
同
じ
。 

●
定
期
昇
給
制
度
の
内
容
は
調

査
し
な
い
。 

●
家
族
手
当
は
、
配
偶
者
に
つ

い
て
の
手
当
の
有
無
、
手
当
額
、

国
公
労
連
に
示
し
た 

民
間
給
与
実
態
調
査 

の
実
施
方
針
の
回
答 

 

   コロナ禍だからこそ最賃・公務員賃金の引き上げを！ 

ご質問・ご意見箱
toukai_kikanshi@ybb.ne.jp
あてにメールまってるにゃん！

東海建設支部では職場や組合活

動に関する疑問や不満、提案等を

募集しています。

お気軽に、以下のアドレスまで

ご連絡ください。

組合として必要な

対応の他、質問は紙

面等でも報告させて

いただきます。

toukai_kikanshi@ybb.ne.jp


